
 

 

 

開催報告書 

 

開 催 日：平成 21 年 7 月 4日(土)・5日(日) 

開 催 地：基調講演・事例発表／喜多方市総合福祉センター（福島県喜多方市上江 3646-1） 

 情報交換会／ふれあいパーク喜多の郷内「ふるさと亭」 

  （喜多方市松山町鳥見山字三町歩 5598-1） 

主  催：雪の市民会議実行委員会 

共  催：福島県、喜多方市、(財)日本積雪連合 

協  賛：(社)雪センター、(株)朝日工業社 新潟営業所、(株)興和、(有)いわき設備設計事務所 

 

【はじめに】 

平成 10 年に北海道沼田町で始まった「全国明るい雪自治体会議」（雪サミット）は、平成 17 年にそ

の社会的役割を果たして幕を閉じました。しかし、雪サミットの理念を継承する新たな市民活動を望む

声が高いことから、平成 18 年に室蘭工業大学の媚山政良教授を代表とする「雪の市民会議」が発足い

たしました。その目的は、「雪国に暮らしている人々が、様々な交流・活動を通じて雪国の未来を考え

る」、ということです。 

第 1回は新潟県上越市安塚で開催され、その後、北海道札幌市、山形県尾花沢市と場所を変えながら、

毎年七夕の頃に会議が開催されてまいりました。 

今回、福島県喜多方市で第 4回目の雪の市民会議が開催され、雪の秘めた力について事例発表や情報

交換を行い、雪国の交流と活性化に努めました。 

 

【プログラム】 

13：00 開会 

13：10 基調講演（VTR 講演） 

    講師：アニリール セルカン氏（東京大学大学院建築学専攻 助教 工学博士） 

演題：「インフラフリー環境実現の第一歩」 

13：55 特別講演 

    講師：媚山政良氏（室蘭工業大学 教授） 

    演題：利雪最前線 2009 

14：40 事例発表 

①福島県の雪氷冷熱エネルギー 田中 剛氏 （福島県土木部） 

②美味しいお米をもっと美味しく 北本 健一郎氏 （新潟県南魚沼市/（株）吉兆楽） 

③そよ風がはぐくむカスミソウ 本名 久喜氏 （福島県昭和村） 

④温泉の火照りを冷ます雪冷房 渡部 龍一氏 （福島県南会津町） 

⑤雪でじっくり熟成したお酒 宇川 久作氏 （福島県猪苗代町/ﾘｶｰｼｮｯﾌﾟうかわ） 

⑥雪を利用する冷温貯蔵施設 高崎 正氏  (福島県喜多方市/山都町振興公社） 



⑦見て学ぶ、感じる雪室  新井 穣氏 （福島県北塩原村/裏磐梯ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ） 

⑧雪風でホッケのやわらか乾燥 川本 周朗氏 （北海道札幌市/NPO 法人利雪技術協会） 

⑨雪冷房の個人住宅でｽﾉｰﾗｲﾌ 広井 年郎氏 （新潟県小千谷市/有限会社 ｱｸﾄﾎｰﾑ） 

17:00～19:00 雪のグルメでおもてなし －情報交流会－  

雪中貯蔵米や雪中貯蔵酒を試食・試飲しながら雪の力を感じ、交流を深めた。 

７月５日（日） 

ぐるっと喜多方蔵めぐり 利雪見学バスツアー  

9：00 喜多方の町並みや蔵について、観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞ坂内得成氏による案内で蔵巡りを行なった。 

10：30 喜多方市内の利雪施設（雪蔵）の見学 

11：15 『高郷地域活性化センターそでやま夢交流館「雪室」』 

12：00 『山都農林産物集出荷施設「雪室」』（平成１２年度） 

12：30 雪室で貯蔵した蕎麦を試食 

13：15 喜多方市役所着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上村靖司（雪の市民会議代表） 白井英男（喜多方市長） 

アニリール セルカン氏（VTR 基調講演） 媚山政良（特別講演） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例発表の様子 

講師：田中剛 

演題：福島県の雪氷冷熱ｴﾈﾙｷﾞｰ

所属：福島県土木部 

 

事例発表の様子 

講師：高崎正 

演題：雪室で貯蔵した匠の蕎麦

所属：山都町振興公社 

 

事例発表の会場の様子 

参加者 110 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


